
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 きほん 名前

質量比と全体の重さ 月 日

れい 金属や炭素は、酸素と決まった重さの比で結びつく(銅:酸素＝4:1、マグネシウム:酸素＝

3:2、炭素:酸素＝3:8)

できる物の重さ＝結びついた物の重さの合計(反応の前後で、全体の重さは変わらない)

1 比から重さを求める 基本

次の問いに答えなさい。

(1) 銅を完全に酸化させたところ、20g の銅に 5g の酸素が結びつきました。

銅と、結びついた酸素の重さの比を、もっともかんたんな整数の比で答えなさい。

答え 銅：酸素 ＝ ：

(2) マグネシウム 12g を完全に酸化させたら、酸化マグネシウムが 20g できました。

マグネシウムと、結びついた酸素の重さの比を、もっともかんたんな整数の比で答えなさ

い。

答え マグネシウム：酸素 ＝ ：

(3) 炭酸カルシウム(石かい石や貝がらの主な成分)5.0g が塩酸と反応すると、二酸化炭素

が 2.2g 発生します(塩酸は十分にあります)。

炭酸カルシウム 15g を塩酸の入った容器に入れ、容器ごとはかると 146g でした。ふた

をしっかりとじて反応させたあとの、容器全体の重さは何gですか。　答え 

g

(4) 炭酸カルシウム(石かい石や貝がらの主な成分)5.0g が塩酸と反応すると、二酸化炭素

が 2.2g 発生します(塩酸は十分にあります)。

炭酸カルシウムを塩酸の入った容器に入れ、ふたをせずに反応させると、容器全体の重さ

は 164g から 161.8g になりました。反応した炭酸カルシウムは何gですか。　答え

g
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